
テラ・データを扱う 

人文組織工学 Ａ基礎理論 

人文組織学会 

社会をマイニングする 
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テラ・データ 
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社内外データを合わせて、初めて情報処理に関わる業務ができる。 

データが主体にあるのではない。 
社会の現象、社会にある資源、社会で活動する人々がいて、データが発生する。 

自らの活動があって、自らの活動を社会で最適化する、または、社会を進化させるな
どの目的があって、情報が初めて発生する。 

自社データばかりを集めて情報にはなりえない。唯一、情報として扱えるものは売り
上げ変化である。 

自社の活動 

情報発生 
社会の鼓動 

社会の資源 

活動する人々 

社会での現象 

社会にデータは無限にある。日々、データは無限に出現する。 
 
データ処理は、自らの業務に如何にデータをフィットさせるかではない。社会データが
発生した前提に対して、自社業務が如何に適応し、市場をリードできるかである。 

社会をマイニングする 



社会の日々の出来事を取り込む 
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政治姿勢 

産業活動 

科学体系 

経済情勢 

新科学発表 

新商品発表 

計画発表 

社会的イベント発表 

社会事件 

社会問題 

環境問題 

動態統計 

混合されて 
社会現象に 
なり現れる。 

互いが如何なる関係を持ち、
如何なる影響を及ぼし合うか
を分析しなければならない。 

未来に関わる事柄は何か。 

次に起こりえる事柄は何か。 

類語相関が関係する 

反意語と反意語の類語が
関係する 

自社に、自身に関わる事柄
は何か。 

組織外データを自
社に取り込む 

何が関係してくるか分からない。
すべてのデータを取り込もうと
する姿勢が大切である。 

情報化されるデータを
取り出すのは難しい。 



組織外データを取り込む 
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社会の日々の出来事 

抽出結果一覧 と 
優先順位＆劣後順位 

活動日報 

顧客関連事項 

相反する事柄 

相関する事柄 

自らの関心事 

仕事に関わる事柄 

知識に関わる事柄 

生活に関わる事柄 

社会での重大事 

分析分類Ａ 

分析処理システム 仕事の内容、 
仕事に必要な知識技術 
直接・間接顧客概要 

自らの目的  などを登録 

アウトプット 

推進する事項 

阻害する事柄 

分類されない事柄 

新たに出現した事柄 

何をどこに 
影響できるか 

業務と 

社会データを取り込むことは、自
組織または自身と社会の関係を明
らかにし、社会に提案し、社会を
動かそうとする始まりである。 



組織機能と市場相関を視る 
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顧客関係データ 

市場関係データ 

業界関係データ 

組織卓越性 

組織卓越性変遷 

知識データ 

技術データ 

商品データ 

開発関連データ 

人材データ 

組織システムデータ 

組織内データベースにどれほどが収集され解析されているか。 
以下にあげられているデータがあるかをチェックしよう。 

ここで出てくる卓越性は考えでてくるモノではない。分析等々から抽出される卓越性である。卓越
性に関わる要素がデータとして存在しなければ、卓越性は出力されない。 

顧客関係、市場関係、業界
関係データ群と組織内デー
タとの関連を把握する。外
部現象に対して関わってい
るところを知覚し、影響度を
広げるのが目的である。 
 

関連項目と関連程度により、組織卓
越性が分かる。 

社会、市場に相関しているところを見出す。相関部分の比率はどれほどか。 



組織内データの収集すべき項目 
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知識データ 
・知識そのもの履歴データ 
・商品と関係知識一覧 
・影響している他の知識一覧 
・影響している技術一覧 
・業務で活用している知識、業務と知識関係一覧 

技術データ 

・技術そのもの履歴データ 
・商品と関係技術一覧 
・影響している他の技術一覧 
・影響している知識一覧 
・業務で活用している技術、業務と技術関係一覧 

商品データ 

・商品別履歴データ（商品機能、付帯等区分等） 
・認識関連市場と商品一覧 
・商品別市場性認識（主力商品、独善的商品等） 
・商品相互関係一覧 
・商品流通データとその履歴 

開発関連データ 

・案件データ（企画書等） 
・開発プロセスでの成功と失敗事例 
・自然科学系、社会科学系研究レポート（仮説含む） 

・実験の定性＆定量データ 
・外部関係知識と技術データ 

人材データ 

・知識、技術、得意区分一覧（他認識と自己申請） 
・業務関係外知識・技術一覧（他認識と自己申請） 
・職務履歴及び結果一覧 
・関係した商品と関係程度一覧 
・外部関係人材または組織データ 

組織システムデータ 

●組織人一人ひとりが知覚し受発信できるシステム 
・組織外情報収集システムデータ 
・組織外知識、技術収集システムデータ 
・情報、知識、技術の組織人が認知システムデータ 
・制度（規制）データ 
・知識と技術に関わる流通データ 

『意識について』『知識について』『認識について』『価値について』を参照 

ｅｔｃ． 商品は製品、サービス、システムを合わせて表現。 



データからの変動知覚のフロー 
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商品群 

知識群 技術群 

既存顧客 可能顧客 非顧客 

確信 

未確信 

錯誤 

既存市場ニーズ 他市場と類似ニーズ 

未形成市場ニーズ 

生活様式 

社会知覚システム 

流通システム 

疑似体験システム 

顕在化する現象 

変動させる要因 

普遍化 

変動 

多様化 

普遍的 

のラインで考えてはならない。 

確信は
確信に
決してな
らない。 

視続けるところは
変動させる要因
である。 

顕在化する現象
を測定するのは、
自らの行動結果
を確認する場で
ある。評価する場
である。 

ここでのデータで
未来を判断でき
ない。 



テラデータから引き出される変革パーツ 
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流通の変化 価値観の変化 

認識の変化 

生活様式の変化 

情報 

組織社会 
(機能社会) 知識社会 

情報社会 

経済社会 

社会 

コミュニティー 

知識 
技術 

生産性 

戦略性 

思考核 

存在する物を視る 

現象を視る 

概念・思想を視る 行動を視る 

背景を視る 

前提を視る 

必然を視る 限度を視る 

条件を視る 

意図を視る 継続性を視る 

オペレーション アカウンティング 

マーケティング 

活動必要条件 

コミュニケーション 

マネジメント 

情報 

哲学 

市場創造 

価値創造 

顧客創造 

変革をもたらす大きな要因 



データを見るのは個人 
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社会データ 

業界データ 

市場データ 

組織内データ 

個人の知識・技術データ 

データを見て、意思決定をし、
データを活用するのは、組織
ではなく、組織人である個人
である。 

商品群 

知識群 

技術群 

組織が関係
できる 

自らが 
・直接に関係している事柄 
・間接に関係している事柄 

商品群 

知識群 

技術群 

組織外から導き
出された商品群 

戦略要因 
創造要因 

テラデータ 

知識・技術 

革新核 

導きだされた外部の商品群、知識・技術群と組
織内の商品群、知識・技術群との相関・相反を
抽出する。導きだされた外部データの全体を検
討する。 



データ検索キーには適応・変革意識が必要 
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戦略 
創造 

テラデータ 

知識・技術 

革新核 

知識 
技術 

生産性 

戦略性 

思考核 

内部の適応機能を持たせる。 外部に対して革新機能を持つ。 

テラ・データは、思考核、革新核には不可欠である。 

いかに、社会を変動させる要因をキャッチするかである。 
検索キーは意識であり、意味である。 

この検索キーが分からない。 検索キーを分かっている者は少ない。 
検索キーは興味の範囲にはない。社会は自らの興味の範囲で変化しない。 

固定・習慣化された意識 

適応しようとする意識 

既に分かっている知識・技術 

変革しようとする意識 

改善・進化していく知識・技術 

変革していく知識・技術 

知識・技術そのものではな
く、他に関わって、他を改善
する、または革新する方向
へと向かう場合の方が影響
力がある。 



日常にマイニングする 
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Knowledge management 

Data mining 

e-Learning 

＋ 

＋ 

個人が、日常に社会を知覚し、社会と組織、社会と個人の相関を持ち、
改善と改革に進むには、社会をマイニングするしかない。 

＝ 社会マイニングシステム 

テラ・データに入って 

従来からのKnowledge management、Data mining、e-Learning
の概念を払しょくし、社会現象と社会情報を、自らの専門知識と
技術、視点でマイニングし、研究を進め、戦略と創造を確立さ
せる。 

どのように考えるか 
考える道具は何か 

今、何をするべきか 
いかに成すべきか 

考える目的は何か 
考える対象は何か 

組織内 
データ 

社会 
データ 

分析システム 

活用システム 



データベースと意志決定支援 
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分析 

分類 

定義 

体系化 

相関化 

知識化 

資産化 

資源化 

相関と相反 部分と全体 現在と未来 

言葉を素材にした分析≪文道≫ 

仕事の成果を 
社会の状態を 

背景 

過程 

結果 

素材 

条件 

環境 

テラ・データ分析エンジン 

Knowledge management 

知識と技術の仕事への効率的な活用
を目的とする。 

Data mining 
仕事の意味の進化、または変換を目

的とする。 

e-Learning 

知識と理解を推し進め、仕事の潤滑
材、ヒントとなる。 

アウトプット仕様 

一致度 ギャップ 

矛盾 ばらつき 

観察記録、企画（思惑）、
現象視点、商品、報告
書、等々を入れる。 

３つのシステム
は個別に稼働
するが、内容、
意味、活用につ
いて連動する。 

比較 設計 

意思決定資料 

適応 

社内データ、市場データ、市場外関連データ、社会データを混合させ、現況を把握できるようにしておく。仕事上で
の気づき、問題となったところ、次への展開等々を入力し、現況と合体させて知識・技術の最適活用を支援する。 



社会マイニングシステム 

テラデータ
分析 
エンジン 

 
分析補助 
データベース 

マネジメント知識
データベース 

組織内 
知識・技術データ 

各種 
現象データ 

検索・活用 
履歴データ 

文章作成支援 
知識生産支援 
データベース 

start1 
データ検索受付 

Start2 
データ分析受付 

分析結果 
データベース 

報告書 
提案書データ 

基礎トレーニングシス
テムとして活用する 

検索条件の
自動設定 

抽出 

データベースには分析エン
ジンで処理されたデータが
蓄えられている。 

市場・業界データ 

分析エンジンを
活用することで、
知識支援と実
データを合体で

きる。 

start3 
データ登録受付 

copyright SeedWin  13 

知識支援、業務データ、活動データ、社外データをできるだけ合体させること
が肝心である。 


